オオワシII着陸ダイナミクス解析による衝撃吸収脚の設計 by 樋口 健 et al.
オオワシII着陸ダイナミクス解析による衝撃吸収脚
の設計










○樋口  健 （航空宇宙システム工学ユニット 教授） 
勝又 暢久 （航空宇宙システム工学ユニット 助教） 
丹治  陸 （航空宇宙総合工学コース 博士前期 1年） 









進入速度 180 km/h ，迎角 18°という厳しい条件の中でも安全確実な着陸を実現する衝撃吸収
脚の設計要求がある．設計条件は， 
・ 機体が着陸時に安定した挙動を示すこと 
・ 着陸時の衝撃加速度が 6 G以内に留まること 
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機体重心位置 機体先端から 4.2 [m]  



































ブレーキ 摩擦係数 μ 0.5  
ドラッグシュート 
面積 S 
抗力係数 Cd 
空気密度 ρ 
4.524 [m^2] 
0.56 
1.205[kg/m^3] 
 
 
４．まとめ 
設計条件を満たす構成案が提案できたので，今後は，ブレーキ，ドラッグシュート等の減速系
のパラメータ設定，タイヤの回転慣性の影響の精査，着陸インターフェース条件からずれた場合
の解析，三次元モデルでの着陸ダイナミクスシミュレーションを行う． 
 
 
 
 
図６ 迎角に合わせて傾けたトラス型主脚構造案 
 
 
図７ 迎角に合わせて傾けたトラス型主脚構造案における機軸鉛直方向衝撃加速度 
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